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岩内保健所は、4 町村（岩内町、共和町、泊村、

神恵内村）を所轄している道立保健所になります。体制

としては企画総務課、健康推進課、生活衛生課の３課

で、保健師は、健康推進課に３名、企画推進課に１名

の計４名が所属しています。 

健康推進課では難病、精神保健、結核・感染症、母子保健の業務を担当し、個別支援やグループ支援、地

域のニーズに応じた会議や研修会を開催しております。毎年９～１０月頃には施設職員を対象に施設の感染拡

大防止を目的とした感染予防研修会を開催しており、多くのみなさんに参加していただいています。企画総務課で

は、管内保健師現任教育、看護職連携、在宅医療介護連携等地域の連携体制強化に向けた活動や保健師の

個別支援のスキルアップを目的として事例検討を取り入れた研修を行っています。また内容により倶知安保健所と協

力し後志管内全体を対象として事業を実施しています。                          

新型コロナウィルス感染症対策においては、地域の看護職のみなさんにはご協力をいただきありがとうございまし

た。今後ともみなさんと連携した活動を行っていきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 北海道看護協会後志支部だより 
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第６８号 

後志支部 働き続けられる職場づくり推進委員会 

研修の様子 

 

 

岩内保健所 施設紹介 



 

 

蘭越町は、四季折々の豊かな自然の中で登山や温

泉・キャンプ・釣り・ウインタースポーツなど遊びも充実して

います。農業も盛んでご飯（蘭越米）がとても美味しい

です。また、子育て支援住宅の確保や高校まで医療費

がかからない等、子育て世帯には恵まれた環境です。 

当院は医療療養病床 39 床・介護医療院 81 床合

わせて120床で、近隣の各医療機関・老人保健施設・

特別養護老人ホーム・居宅・包括などの事業所を連携

し、積極的に入院を受け入れております。働き続けられる職場づくりとしては有給休暇以外にも、夏・冬休

み・病気休暇なども取り入れています。産休・育休・介護のための休暇制度を整備し、休職とその後の復

職をサポートしています。託児所では、夜間保育受入れ以外にも研修参加やリフレッシュ目的など相談し

ながら柔軟に対応しています。ライフスタイルに合わせて、常勤・非常勤など労働条件や時間・日数の調整

や、地域性を生かし冬季・夏季期間のみの雇用や時短勤務などワークライフバランスを考慮して継続的な

雇用に繋げています。基本的に時間外労働は無く（日勤8：45

～17：00）、プライベートの時間が確保できます。プライベートが

充実することで、看護・介護の質の向上に繋げていけると考えてい

ますので、今後も頑張っていきたいと思います。興味がある方は、

いつでも見学にいらしてください。 
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特別養護老人ホームニセコハイツ小口愛子看護

係長 は、JA 北海道厚生連 倶知安厚生病院を

定年退職後、ニセコ福祉会特別養護老人ホーム

ニセコハイツに看護師として入職されました。 

入職後、施設での看取りの体制づくりに取組み、

令和２年に看取り介護指針を作成され、翌年から

看取り加算を取得できる体制を構築されました。 

 施設では看護師２名体制なので「看取り」につい

ては病院勤務の時よりも負担に感じられることも多

いかと思いましたが「負担だと感じたことはない」ときっ

ぱり。また、「看護師として看取るのは当たり前。最

期の最期に立ち会えることやエンゼルケアができるこ

とに感謝や喜びを感じています」とも話されていました。 

介護職との連携についても「介護職は『通常の生活をみるのが仕事なので看取りを介護職も行うのは違

うのではないか』と考える方もいる。一方で、入所者を家族のような一員と考え、看取りに関わってくれている

介護職もいる。介護職と思いを一つに活動していくにはどうしたらいいか考え、併走するよう心がけている。」

と、介護職に寄り添うことを大切にされています。 

病院との違いに悩むことはあるそうですが、自分が「今」できることに前向きで、看護職として自身ができる

ことは何かを常に考え続けている姿勢がとても素敵でした。     

                     

聞き手 倶知安保健所 瀬野尾美奈子 

 

 

 

＊今年度 2 回目の発行です。後志地域での活動を是非、皆様に知ってもらいたく記事にしています。楽しんでいただ

けたら幸いです。                                 （委員長 岩城 佳子） 

 

＊コロナウイルスが 5 類になりましたが、まだ気の抜けない状況が続いています。冬到来でインフルエンザの流行もして

います、皆様体調崩さないよう気を付けてお過ごしください。           （委員 野澤 和代） 

                                                  

＊今回も皆様のご協力とご指導のもと機関誌を発行することができました。今後も皆様に有用な情報をお届け

したいと思います。                                  （委員 川口 知里） 

編 集 後 記 

「後志で活躍するプラチナナース」 に聞く 
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